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週間毎日の 20セッションで 1セッション 60分）を開発した。介入群 16名，非介入群 16名への介入結果の
比較分析では，本人，仲間，教師のそれぞれの評価によってソーシャルスキル，セルフエスティームが向上
し，攻撃性が介入の前，後，6ヶ月後フォローアップでもその効果性が明らかとなった。
　すなわち，アンガーマネジメント教育介入の 6ヶ月フォローアップ調査の結果，非介入群が変化しなかっ
たことと比べ結果，介入群はアサーションやリスニングなどソーシャルスキルが有意に高まり，セルフエス
ティームが有意に上昇するとともに怒りや攻撃心の低下が，自己評価，仲間評価，教員評価がともに変化し，
それが 6ヶ月間持続したことが明らかになった。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　これまでアジア諸国，たとえば日本でもフィリッピンでも，中高生を対象にして保健体育教師がアンガー
マネジメント教育を実施し，フォーアップ調査をする研究はその必要性は高いにもかかわらず，まだまれで
ある。
　本論文の評価できる点としては，1）フィリッピン中高生を対象に大量調査をして，怒りと攻撃性の要因
がソーシャルスキルやセルフエスティームと関連していることを米国の先行研究にならって明らかにしたこ
とである。また，それがマニラ市のような首都と，地方の大都市とでは社会文化的背景の違いから生徒の攻
撃性に関する模様が異なることを考察したことである。
　また，2）怒り，攻撃心や暴力についての評価は本人自身，仲間，教員の三つの立場からなされ，より客
観的な評価法をとれたことである。
　3）保健体育科の先生である本人自身による介入教育プログラムで，ソーシャルスキル，アンガーマネジ
－ 26－
メントスキル，セルフエスティームの上昇を促すこと介して，怒りや攻撃性が 6ヶ月間低下することを明ら
かにしたことである。
　また，4）指導教員の開発した SATグループカウンセリングスキルの学習を通じて，これまでのような介
入者中心のプログラムではなく，集団力学を応用した生徒中心のアンガーマネジメントプログラムを創造的
に開発したことである。
　その研究の一部は Adolescenceという一流国際雑誌に寄稿され，受理された。今後研究者として独立して
やっていける見通しをもてたことを評価したい。しかし，論文の表現方法でさらに工夫や彫琢が必要なとこ
ろがあり，これからの努力が期待される。博論の他の部分も一流国際雑誌に投稿し，創造的研究者として育っ
て欲しい。
　よって，著者は博士（体育科学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
